
みんなの心が響き合って♪大成功のふたかわ祭

校長 中村 雅芳

子どもたち一人一人が主役になって輝いたふたかわ祭でした。私が開会式で期待を込め

て述べた「シン・共創の秋」が具現化された姿をあらゆる場面で見ることができました。

友だちを信じて，心を込めて，親しみを込めて，最高の笑顔で演奏したり，演技したりす

る子どもたち一人一人の姿がありました。加えて，１，２年生にはシャキシャキしたレタ

スのような新鮮さがありました。３，４年生にはチャレンジングなパフォーマンスに進取

の気鋭を感じました。５，６年生には，さすがは真打ち！と観ている人を唸らせる貫禄が

ありました。

１年生 合奏「ミッキーマウスマーチ」

２年生 合奏「森の音楽会」

３年生 パフォーマンス「３年宣隊 ふたかわレンジャー」

４年生 パフォーマンス「『４年生まち』へ行こう」

５年生 合奏「キリマンジャロ」「カイト」

６年生 劇「２０３０年から来た桃太郎～ SDGsを学ぼう～」

この大成功の裏には，手前味噌ですが，学級担任の努力がありました。子どもたちの思

いや願いをどう具現化すればよいのか？子どもたち一人一人の個性やよさをどう引き出せ

ばよいのか？学級担任一人一人が真剣に考え，子どもたちに提案し，子どもたちの意見を

吸い上げ，話し合い，丁寧に創り上げてきたプロセスがありました。学級担任と子どもた

ちとの心と心が響き合ったからこそ，あのような素晴らしいステージになったのだと，校

長として誇らしく思いました。

また，３年生と６年生の発表に関しては，そのきっかけとなったゲストティーチャーか

らご来校いただき，コメントをいただきました。酒屋町商工会理事で，ユメレンジャーの

プロデューサーでもいらっしゃる小野直樹様からは，９月２８日（火）に３年生にご講演

をいただいていました。このときの小野様の熱さが，子どもたちや担任の瀬沼教諭の心を

動かし，今回のパフォーマンスにつながりました。６年生には，江南区在住で SDGs 推進
の若き（１７歳になったばかり！）実践者 古泉修行様からコメントをいただきました。

古泉様からは６年生の総合的な学習で，特別講師として関わっていただいています。７月

２日（金），１６日（金）と２回授業を受けたことが，６年生の心を大きく動かし，今回

の演劇につながりました。 ※どちらもWeb日記に掲載済。是非ご覧ください。
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小野様からは，子どもた

ちのパフォーマンスを賞賛

するコメントと共に「お返

しに」と「ユメレンジャー

の復活」という大きなプレ

ゼントをいただきました。

子どもたちは興奮し，担任

の瀬沼教諭はうれし涙を流

しました。
【２年半ぶりの復活！我らのヒーロー ユメレンジャー！】

古泉様からは，着想，メッセージ性，演劇としての質の高さなど，あらゆる観点から賞

賛いただき，「みなさんはすでに SDGs の実践者そのものです！私の大事な仲間です」と
最高の褒め言葉までいただきました。

ご覧いただいている保護者の皆様からも，子どもたちのステージ発表に対して賞賛の大

きな拍手をいただきました。「素晴らしいステージでした」というお褒めの言葉も，多く

の方からいただきました。

最高のふたかわ祭を創り上げた子どもたちと教職員，それを賞賛し，価値付けてくださ

ったゲストティーチャーのお２人（そしてユメレンジャーの皆様），観客として大きな拍

手を贈ってくださった保護者の皆様方，会場にいた全ての人の心が響き合ったからこそ，

最高の一日となりました。校長として全ての皆様に感謝いたします。本当にありがとうご

ざいました。

一つだけ惜しまれるのは，子どもたちがお互いのステージ発表を観ていないことです。

コロナ禍という仕方のない事情でしたが，来年は子どもたちの「歌」も含めて，制限なく

行いたいものです。この状況をカバーするために，撮影した映像をなるべく早く編集し，

子どもたち一人一人の iPad に届けたいと思っています。どうか完成した折には，各ご家
庭で，子どもと一緒に，ふたかわ祭全体をお楽しみいただけたら幸いです。さらに，地域

の皆様にもお届けしたいと考えています。現在，公共施設等での上映を検討中です。

この勢いを自信に変えて，私たち教職員は子どもたちのさらなる成長を促していきます。

今後とも両川小学校を応援し，お支えください。よろしくお願いいたします。


